お手入れ 


•ご使用のたびにお手入れしてください。 
♦お手入れの際は、必ず電源を切り、十分にを 


トッププレート部 • 本化 • 天ぷ6銅（付属品) 





>ベンジン、シンナー、みがき粉は使用しないでください。 
顺-お原□に水が入らないよう、ごを意ください。 


ッププレート-プレートワク（ステンレス製） 


参軽いミちれ 

絞ったふさんでふき取り、その後乾いたふきんで 
からぶさする。 

参油巧れ 

台所用洗剤（中性）を薄めて、ふきんにしみ込ませ 
てふさ取り、その後乾いたふさんでか！5ぶさする。 

酸性 • アルカ IJ 性の強し、洗剤（漂 
白剤、住宅用合成洗剤など）は使 
わないで < ださい。 

•落ちにくし巧れ 

クリームタイプのみがき粉を丸めたラップにつけ 
てこすりとる。 

※プレートワクはステンレスの筋にそつて、こすつ 
て < ださい。 




• ドライバーやフォークなど先の鋭 
いちのや粒子の粗いみがさ粉は使 
ねないで < ださい。 

♦金属のたむし • スポンジのナイ□ン 
面でこず5ないでくださし、。 


•それでも落ちないときは 

市販のセラミツク用スクレーノ（一等で煮こぼれの 
部分だけを軽く削り落とし、その後よくふき取る。 




間 


剤 


性 


I 



SHtcpp 


20□己年12月現在 

トッププレート専用クリーナー 

♦トッププレートの巧れをおとし、光沢をだし、 
ふさこぼれによる巧れや焦げつさを抑えます。 


品名：ガラスク U —ナー 
型式： HT - K ] 

希望ル売価格：],47□円 
(税巧1,400円） 


》お買い上げの販売店または別紙の 
「ご相談窓□」の窓□にご相談ください。 


■制 0— ♦しょうゆなどの調ほ料を m すると、ちれあとが残ることがあります。 

♦鍋底のちれがトッププレートにつく場合があります。鍋底のちれち取り除いてください C 
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グリルのお手入れは 
t > P .36~37 j 



天ぷ！5鍋（付属品） 


上面•前面操作パネル部 

①薄めた台所用洗剤（中性）とお湯で洗ラ。 


やわらかい巧でふき取る。 

♦たわしやみびさ粉（クレンヴー）は使用しないでください。 


ちれびひどいとさは、台所用洗剤（中 



性）を薄めて、ふさんにしみ込ませ 

②鍋底やが側の異物やちれをとる。 


てみさ取り、その後乾いたふさんで 

♦巧れびこびりついたまま使ラと、油温を正しくコント□ールでさ 


か5ぶさする。 

ないことびあります。またトッププレートびミちれます。 



③洗い終わったら水気を切り、乾いたら内側に軽く食用油をめる。 



♦洗ったままにしておくとさびる場合びありまず。 


♦水にめ5さないでください。故 

※天ぷ b 銅に同捆の説明書をよく読んでご使 


障の原因となりまず。 

用 < ださい。 


♦ベンジン-シンナ ー• 漂白剤- 

♦鍋底び反〇てきたり、勁ルた場合は觀 


アルカ U 性洗剤は使わない。 

しないでください。お買い上げの販売店で 


♦金属製のたねし-スポンジのナ 

お買い巧めください。.已 ) 


イ□ン面でこす5ないでください。 


えたことを確認してから巧ってくださし、。 


吸•排気カバ— 


薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 

※お手入れ樹ま、水気をよくふき取り、本体にセットしてください。 

※たわしやみびさ粉は使わないでください。 

吸•排気カバーの下の油巧れちお手入れしてください。 

ちれて目詰まりしたまま使うと、を全装置が作動して通電を停止したり、グリル使神 
にグリルドアから煙がちれたりする場合があります。 


お手入れ 


3已 



























































































お手入れ (つづを） 


ご巧用のたびにお手入れしてくだごい。 

お手入れの房は、おず巧おを切り、十分に;を 


グリル部 


グリルドア•き皿.焼おの取り外しかた匿グリルドア.受曲•烧巧の取り巧けかた 



ヴリルドアを巧し捆して 
■ 巧•さなし1で< だでい， 
ブリルドアが巧毎した0 
巧巧ずることがあ D ます1 1 


〇 


グ IJ ルドアをヴリルド; 
お巧切へ阁ず 
ぶ3にし、だ 
む2旧のツメ 
を巧す レール 



グ U ルドアは本巧の 
前面に当たるまで 
巧して閉める 




おや汁がたまっているま皿の取りがしかた 

















えたことを確認してから巧ってくださし、。 



グリルドアのお手入れ 


薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗ラ。 

♦たりし • みがき糊ま使用しないでください。（麵を傷コけます。） 

♦グリルドアは、食器洗い乾燥機や食器乾燥器には入れないでください。（樹脂部が変形します。） 



受皿-焼網のお手入れ 



薄めた台所用洗剤（中性）とスポンジで洗う。 

剔 H 貞網のフッ麵 I を傷めないでください。 

♦金属製のたわし-スポンジのナイ□ン面でこす日ないでください。フッ素加工に傷び付いたりはびれたりすること 
びあります。また受皿の裏面を傷つけます。 

♦焼網は食器洗い乾燥機に入れたり、アルカ U 性の洗剤を使ったりしないでください。 

♦ご使用の度にお手入れしてください。 

巧れびこびりつくと調理物び取りにくくなることびあります。 

♦受皿-焼網は消耗品です。フッ素加工び傷んだ場合は、お買い上げの販売店でお買い巧めください。 （-» P .已〕 


グリル庫内のお手入れ 


庫内クリーニングをご使用ください。グ U ル庫内の油ちれを乾燥させ、においを軽減することができます。 


〇 

〇 


焼網•受皿を取りタル、グリルドアを確実 
に閉める。前面操作パネルを開く 


雨二旧 

巧脯 

の/入 


を「ピッ」と鳴るまで巧し、 


•姐材 

♦においを軽減しまずび、ミちれは除去でさません。 
♦ク U —ニング中は、グ U j レ庫内の脂を焼き切るため 
煙び出る場合びあります。必ず換気扇を使用して 
<ださい。 


電源ランプを点巧させる 


這！] D 焼き 


を3秒巧し、 


ランプを,な好させる 


切/スタ-卜 


を巧し、通電する 




グ Uj レ庫内に落ちた食品カスなどは、グ U ル庫内 
び;令えてか b 手袋などをして取り除いてください。 

グリル庫内は金属部が数をくありますので、 
やけどやけがに十分を意してください。 


メ □ディーび鳴ったら終了です。 

続けて使わないときは 

を巧し、電源を切る 




ク U - ニング中は表示部に {■! を表示します。約 
]〇分で終了します。 


雨お 

ち 版 
の/入 



•庫内の温度び約8日む政下になるまで r 高温ま意」 
表の化します。 

点滅 


溜 


お手入れ 
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» 障かなとおつた 6 


故障かなと思った!5、次のこと 
をお調べください。 



左•も IH ヒーターで ア 
ルミ鍋、アルミフライ 
パンを使うとずれたり 
浮く感じがします。 


♦ IH 加熱での「磁力の反発力」び錦を浮かそラとするためです。錦と調理物 
の重さを合わせて約] kg じ(上にしてください。 

また、トッププレート-錦底びめれているとさに動さやすくなるので、 
使用前にふいてください。 


アルミ鍋、アルミフラ 
イパンは义力び弱<な 
るちのがあります。 


♦特に片方にとってびある、重量び軽いフライパン-片手錦-雪平錦はバ 
ランスび悪く動いたり乂力びかなり弱くなるものびあります。調理物と合 
わせて約] kg じ(上にしてお使いください。 

乂力のほ下び大さい場合は、ふたをして低めの設定乂力で調理してくだ 
さい。アルミ両手錦は、錦び変形しやすいので炒めものや空だきをしない 
でください。（使える錦について み P .12 )) 


左•ち IH ヒーターで 义力 
び違ラ 


♦同じ錦でち、左•ち IH ヒーターで火力び異なる場合びあります。またルさ 
い錦では、通電でさる場合とでさない場合びあります。 


ステンレス板を底部に 
貼り合わせたアルミ鍋 
を左•ち IH ヒーターで 通 
電すると义力が弱<な 
ることがありまず。 


♦多数の巧び開いたステンレス板を底部に貼り合わせたアル S 錦のステン 
レス板の面積び直径] 2 cm の面積(約]] 3 cm 2 ) に満たないとアル S のル 
錦と判断して乂力び弱くなることびあります。 

(使える錦について (今 P .12 ]) 


鍋底の直径がルさかつ 
たり、鍋底が反ってい 
る鍋は义力が弱<なる 
ことがあります。 


♦ホー□一製やステンレス製の錦については錦底の直径び] 2〜 26 cm のち 
ので錦底の反りび 3 mmLU 下のちのをご使用ください。アル S 製や銅製の 
錦については錦底の直径び]巳〜 26 cm のちので錦底の反りび] mmLU 下 
のものをご使用ください。（使える錦について (^ P .12 ]) 


使用中にフアンの音び大 
をくなることびあります。 


♦機体内部ををやすためにを却ファンの回転を設定火力に合わせて変えて 
います。設定火力び大さい場合は冷却ファンび高速回転するためファン 
の風切り音び大きくなりまず。 


±鍋やガラス鍋、直义用 
魚焼を器は使わない。 


• riH で使える」と表示している±錦やガラス錦、直乂用魚焼さ器などでち、 
形状によっては本製品び故障したり、錦び割れたりする場合びありますの 
で使わないでください。 


自動炊飯や保温動作中 
に鍋をおろしても表示 
部に r 鍋確認」と表示さ 
れない場合びあります。 


• 自動炊飯や保温は乂力を自動的に調節します。乂力び0 ( ゼ □) W になって 
いるとさに錦をおろしてち「錦確認」を表示しません。自動炊飯を途中で 
中止する場合や保温を終了する場合は、上面操作パネル部の r 切/スターり 
キーを押して通電を切ってください。 
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通空しない。 

•専巧ブレー巧一び切れてレ1ませんび。 

専用プレ ーn- を入0て< ださい。 

•巧おが切れていませんか。（里堀ランフび消をている。） 

至面を入〇て< だごい。 

• S 面をフヴーび巧るまで巧して < ださし、 

•里巧ランフがなのします. 

去坦•おを r 入 J のげおでめ30分® B すると才ートバヮーオつ«をが面き. 
自拍的に電巧び切0ます。 

•チャイルドがックが設定でれていまだんか。 

チサイルドロックを屏席して < ださし、お） 

♦中タヒ—夕—ロックが涅をだ打ていまだんか。 

中典ヒーブー□ックを巧良:して < だでい。 I3»p.3 さ"） 

•左•ち IH ヒーターで巧える巧を巧用していまずか。 

1巧 a る勘こついで （♦P.igl) 

げめものなどを行うと 
ち•ち IH ヒーターの乂 
力び弱< なる。 

•がめをのなどを巧ラと.巧面溫度が上び D、 自国的に乂力をコン 
トロールずる省さがち D ます。适度が下びると自動的に乂力ぴ 
強くなるので，そのままご巧用ください。 

中巧ヒーターび周巧的 
に巧くなったり、ミ肖えた 

0する。（クイックラジ 
エントヒータ ー) 

♦中巧ヒーターは，义力のコントロールや温度强節な能び函くため、 
ヒーターびホくなったり.消そたりしまず。（乂刀「3_|の場ちで 
を温萬匙 n 横的巧]きヒーターびホくなった Di ミ肖えた D します，） 

•なった巧などを巧うと;肖えている時間び長くな口ます。 

巧用を中にヒーターの 
通電び停止した。 

(切 D を打巧止自®居 
止待能） 

♦切0を〇防止自扭停止な能げ画いています。 

S ヒーターに一を時苗择遏ずると目動のに坦空を居止する.切0ち〇防 
止目か宇止 H 宙ぴ苗け6打てい至す。 

•左’ち IH じーター.中巧ヒーブーは曲巧ち巧4己せ 
•ク1」ル【手宙理）は約30» 

切 D ち口巧止自助仔止反能げ ft いた時はプ□デイーでお巧 S せします。 

再居.巧里をスタートしてくだごしん 

里 頑を入•切すると 
「カチャ J と音びずる。 

♦軍巧を入•切ずると.巧お里気巧品のスイッチの作 a 音がします。 


» 障かなとおつた 6 (つづさ) 



液晶表示の义カバーが 
交互に点灯し、約30秒 
後に消なした。 

(ル物検知自動停止機能、 
鍋無し自動停止機能） 


•鍋をヒーターの中央に置いていますか。 


H まえない鍋を置いていませんか。 (^ P . 121 

使えるを置^て<ださ lA 細は火力「7」で使用した場合。 


|1'■親森 ' F 目 志是 


I 


3令に 


混ま爱錫涯該 


I 


3 


約30秒後、メ□ディーび鳴り、液晶表示び消え、通電を停止しまず。 
※付属の天ぷら鋼で確認しても同じ場合はお買し^上げの販売店にご連絡ください。 


•通電中のヒーターは停止し、タイマーも取り消されます。 

使用途中に停電に •電源を入れ、もぅ-度操作を初めから行ってください。 

なつた 0 • 電源をブヴーび鳴るまで押して < ださい。 

•電源ランプび点巧します。 


左•ち IH ヒーターでの調 
理に時間がかかる。調 
理のできあがりが遅し、。 


•鍋底に異物び付着していたり、トッププレートが巧れていませんか。 

錦やトッププレートのお手入れをしてご使用ください。 

•使える鍋を使用していますか。 f -» P .12 1 

使える錦を使用してください。 

•アルミ•銅鍋などは鉄•磁性ステンレスなどと比べて、乂力が約 
20〜300/〇弱くなります。 


電源を切ってち 
音がする。 


♦本体内部の冷却のために、フアンび約10分間回ることがありま 
す。異常ではありません。 

自動的にフアンは止まります。 


左•ち IH ヒーター使用 
中に鍋か！5音びする。 


•鍋底か薄い鍋やを層鍋、ホ ーローの密着か良ぐない鉄ホーローな 
ど鍋の種類によっては音（ジー音、カチカチ音）や共鳴音（キーン 
音、キューン音）が発生することがあります。また鍋のとってに 
振動を感じることがあります。これは磁力線により鍋自体が振 
動するためで、異常ではありません。 

• 鍋の位置をずらしたり、置さ直したりずると音び止まることびありまず。 
•左•ち IH ヒーターを同時に使用した場合、銅の種類によっては調理中に共 
鳴音「キーン」や「キューン」という音かしまずか、これも磁力線により鍋 
び振動ずるためで異萬ではありません。 


表示部の液晶が黒く 
なつた。 


•表示部の上に熱い鍋などを置くと液晶が黒くなることがありま 
すが、しば!5く放置するともとにもどります。 

※表示部の上に熱い錦などを置かないでください。 


表示部の液晶びくもる。 •しばらく放置するともとにもどります。 
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田 


液晶表示に 「 M 」 が表示 
されたままでヒーター 
に通電しない。 


•前面操作パネル部のグリルの r 切/スタート」キーと「タイマー」 
キーを同時に3秒じ(上押してください。 

• ブヴーび鳴り 「 M 」 び消なします。 


グリルの排気カバーか 
5出た水蒸気が壁面に 
結露ずることびある。 


>調理時に吸-が気カバーから出る水蒸気などが壁面につさ水滴 
になることがありますので、ふさんなどでふさ取ってください。 


グリル調理中、庫内で 
瞬間的に炎がでをたり、 
吸*排気カバーか5煙 
が出る。 


•魚の脂などがヒーターの上に直接落ちると、瞬間的に炎や煙が 
出ることがあります。異常ではありません。 

•魚の脂などび受皿に落ちると、瞬間的に煙が出ることがあります。 
異常ではありません。 

•調理を始めてしばらくの間、前回の調理でヒーターについた脂 
が加熱されて、においや煙が出ることがあります。異常ではあ 
りません。 


グリル調理終了後、夕 
イマー表示部に門表 
示び出て、吸*排気力 
バーか日熱風が出る。 


>調理終了後、ヒーターのクリーニングのため、下ヒーターと触 
媒加熱用ヒーター、フアンに通電します。（約已分間） 


レンジフードび回5ない。 

(レンジフード連動システム付のみ） 


•送信部または受信部が巧れていませんか。 

クッキングヒーターの送信部-レンジフードの受信部を掃除してくださ 
しん（レンジフードの取扱説明書も合わせてご覧ください。 ) [- » P .33 l 

•送 f 言に鍋などを置いていませんか。 

錦などを送信部か日取り除いてください。 f -> p .33 n 

•送信部の上にフライパンなどのとつてを向けていませんか。 

フライパンなどのとつての向さを変えてください。 (- » P .33 1 


クッキングヒーターの 
ヒーターまたはグリル 
の通電を停止しても、 
レンジフードび止ま!5 
ない。 

(レンジ7-ド麵システム付のみ） 


>レンジフードはクッキング ヒーター すべての ヒーターと グリルの通 
電を停止しても約3分間回ります。 

すぐにレンジフードを止めたい場合はレンジフード「切」キーを押してください。 

>クッキングヒーターのいずれかのヒーターまたはグリルの通電 
をしているとレンジフードは止まりません。 

止める場合は、レンジフード「切」キーを押してください。 


故障かなと思つた5 
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a 障かなとおった 5 (つづさ) 


自動炊飯について 



炊を上びったごはんが 
かたすざる/おが残る。 


炊を上がったごはんび 
やね5かい。 


ごはんび 

焦げる、こびり付く。 


ごはんが 
炊けていない。 


自動炊飯のカツプ数を 
まちがえた。 



•米の量、水の量がまちがっていませんか。 

正しくはかって下さい。 （- » P .2 を J 

•炊く前に米を浸していますか。 

通常3□分 LU 上、を場は1時間 LU 上浸してください。 

•炊くときにお湯を使用していませんか。 

お湯を使用するとおび残ります。 


•洗米後によく水を切っていますか。充分に水を切5ないと炊飯 
時の水量がをくなります。 

お米を研いだあとは、ヴルに上げて充分に水切りをしてください。 

•炊飯後にふたをしたままおいていませんか。湯気が露となって 
落ち、ごはんびベちゃつきます。 

通電び終了した日、すぐにふたを開け、全体をほぐして余分な水分を逃 
びしてください。 

• ふたをしておくときは、乾いたふきんをかけてか b ふたをしてください。 


•炊飯に適さない鍋を使ラと、ごはんび焦げついたり、こびり付 
きやすくなります。（ラす手の鍋、ホー□一鍋など） 

必ず I 国 D 刚または [国 盾剛刚マーク付きで底の厚さ1.巳 mmLU 上の 
錦をお使いください。 0 » P.123 

•無洗米は、焦げやすくなります。 

残り] 0分で通電を切り、錦をヒーターか b 外して蒸日してください。 

• こびり付く場合は、めれたふさんの上に置いて蒸日すと抑え日れます。 


•設定をまちがえていませんか。 

炊飯メニューを使い、米の量に合わせてカツプ数を正しく設定してくだ 

さい。 Op .22 〕 


•已分!;1内であれば、「切/スタート」キーで一度通電を切り、再操 
作できます。 

•已分じ(上たつと、自動では炊けません。 

火力調節して巧いてくださし、。 

•沸とうまで火力「4」、蒸気び出たら火力「1」 （ 約]已分） 

-►通電を切つて蒸らす。 
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上面操作パネルの表示に次の表示が出たとさ 



ち•ち IH ヒーター使用時、液晶表 
示がホく点なずる。 


確認ずるところ 


参空ださになっています。 
♦炒めちのの調理を行ラと表示す 
る場合びありまず。 



♦錦に調理物を 
♦乂力を下げて 


が 


揚げちの温度コントロールを使 
用したら、左•ち IH ヒーターの 
液晶表示がホ <点なずる。 


>付属の天ぷら鍋の底に 2 mmLU 上 
の反りびあったり変形しています。 
>付属の天ぷ b 絹の底やトッププレー 
卜に異物や巧れび付着している。 


► 


♦反りや変形 t 
錦をご購入ぐ 
♦異物やちれ口 
してご使用く 


但 


似 


左•ち IH ヒーター使用時、液晶表 
示がホく点'なずる。 


参吸•排気カバーにほこりびたまつ 
ています。 

♦吸•排気カバーびふさびれてい 
ON 9 〇 



►: 


ほこりをふさ 

Op .3 已） 

ふさびないて 


•紐の挿辟を fig 


左•ち IH ヒーター使用時、液晶表 
示がホく点'なずる。 



♦錦の種類び違っています。 


♦電源電圧び異常に高い場合や低 
し、指ら〇 




Op.12 〕 


♦お買い上げの販売店にご連絡く 
ださい。 


表示げ出たときは 

①。 


• • • 


置、 ir M 、 因&]、固巧の表示び出たときは左 IH ヒーターの「切/スタート」キーを押す。 


② 度？!]、に が I、 E ? し!]、 1!-! 巧 I 、[[がつ I の表示び出たときはも IH ヒーターの「切/スターりキーを押す。 


※①、②の操作をすると表をび消えます。再度通電を巧い、同じ表示が出たら、お買い上げの販売店または工事店にご連絡ください。 


前面操作パネルの表示に次の表示び出たとさ 


直しかた 


表示とお知 6 せ内容 
、 _ 

確認ずるところ 


参通電したまま連続して魚を焼い 
た場合。 

[ i 

C3 C4 


[ら 


♦電源電圧び異常に高い場合や低 
し''場 口。 



表示げ出たときは 


• • • 


① 


の表示び出たときはグリルの r 切/スタート」キーを巧す。 
※①の操作をすると表示び消えます。再度通電を行い、同じ表示び出た5、 
お買い上げの販売店または工事店にご連絡ください。 


♦お買い上げの販売店にご連絡く 
ださい。 


上記^ソ外の表示びでたときは、 
お買い上げの販売店またはエ 
事店にご連絡ください。 



故障かなと思つた5 


、 、 

乱乱 
だだ 
< < 
て用 
れ使 
入ご 
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